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和
歌
に
お
け
る
散
ら
し
（
４
）

高　

木　

厚　

人

T
A

K
A

GI A
tsuhito

Ａ
作
品
題
名　

き
く
の
香

Ｂ
作
品
題
名　

菊
の
香

①
素
材
（
Ａ
・
Ｂ
共
に
）

　

菊
の
香
や
奈
良
に
は
古
き
仏
た
ち　
（
芭
蕉
）

②
句
意
（
Ａ
・
Ｂ
共
に
）

　

菊
の
香
が
漂
う
奈
良
の
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
そ
の
香
の
中
で
古
い
仏
像
た

ち
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
、
の
意
。

③
散
ら
し
構
成 

　

Ａ
、
右
上
三
行
と
左
下
二
行
の
二
集
団
の
散
ら
し
。

　

Ｂ
、
右
三
行
と
左
下
一
行
の
二
集
団
の
散
ら
し
。

④
文
字
構
成 

　

Ａ
、�

一
行
目
書
き
出
し
は
字
幅
の
狭
い
「
き
久
」
を
用
い
た
。
そ
こ
で
二
行

目
は
「
奈
良
」
と
漢
字
を
用
い
行
の
幅
を
広
く
し
た
。
三
行
目
は
添
え
る

行
と
し
、
再
び
字
幅
を
狭
く
し
二
行
目
に
添
わ
せ
た
。
左
下
集
団
は
「
と

介
」
の
幅
の
狭
い
行
の
左
隣
は
「
達
」
の
漢
字
を
用
い
幅
を
出
し
た
。

　

Ｂ
、�

一
行
目
書
き
出
し
は
字
幅
の
広
い
「
菊
」
の
漢
字
を
用
い
た
。
そ
こ
で

二
行
目
は
「
奈
ら
」
と
か
な
を
用
い
行
の
幅
を
狭
く
し
た
。
三
行
目
は
添

え
る
行
と
し
て
字
幅
は
狭
く
し
二
行
目
に
添
わ
せ
た
。
左
下
集
団
は
行
に

広
い
狭
い
広
い
の
変
化
を
つ
け
な
が
ら
一
行
で
ま
と
め
た
。

⑤
線
（
Ａ
・
Ｂ
共
に
）

　

各
行
、
行
頭
は
細
い
線
か
ら
書
き
始
め
、
行
の
半
ば
で
筆
圧
を
加
え
た
厚
み

の
あ
る
線
を
用
い
、
行
脚
、
収
筆
部
分
は
再
び
細
い
線
を
用
い
た
。
ど
の
行
も

一
行
の
ど
こ
か
に
山
場
を
持
つ
よ
う
に
努
め
た
。
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⑥
墨
量

　

Ａ
、�
右
上
集
団
一
、
二
、
三
行
と
徐
々
に
墨
量
を
減
ら
し
奥
行
を
表
現
、
さ

ら
に
左
下
一
行
目
も
渇
筆
で
書
き
、
彼
方
の
景
色
を
意
識
、
表
現
し
ま
す
。

そ
し
て
「
達
」
で
墨
を
強
く
入
れ
、
緊
張
感
を
演
出
し
ま
す
。

　

Ｂ
、�

右
集
団
、
一
、
二
、
三
行
と
徐
々
に
墨
量
を
減
ら
し
、
三
行
目
下
部
に

は
渇
筆
の
余
韻
を
残
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。
左
下
の
一
行
は
墨
を
入
れ
ま

す
が
や
や
控
え
目
に
す
る
こ
と
で
右
三
行
の
集
団
と
調
和
し
や
す
く
し
ま

し
た
。

⑦
制
作
の
過
程
（
Ａ
・
Ｂ
共
に
）

　

散
ら
し
構
成
、
文
字
構
成
、
墨
の
扱
い
全
て
、
一
行
目
に
対
し
て
の
二
行
目
、

一
、
二
行
目
に
対
し
て
の
三
行
目
、
一
、
二
、
三
行
の
集
団
に
対
し
て
の
四
行

目
…
…
と
い
っ
た
よ
う
に
一
行
一
行
書
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
時
の
意
識

が
か
な
の
散
ら
し
書
き
の
美
意
識
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

⑧
釈
文

　

Ａ
、
き
く久

の
香
や
奈
良
に尓

は八

ふ
る
き
ほ本

と
け介

達

　

Ｂ
、
菊
の
香
や
な奈

ら
に耳

は八

ふ
る
き
ほ本

と
け介

達

⑨
作
品
寸
法
（
Ａ
・
Ｂ
共
に
）

　

縦
一
八
㎝
×
横
一
六
・
七
㎝
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18㎝×16.7㎝Ａ
、
き
く久

の
香
や
奈
良
に尓

は八

ふ
る
き
ほ本

と
け介

達
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18㎝×16.7㎝Ｂ
、
菊
の
香
や
な奈

ら
に耳

は八

ふ
る
き
ほ本

と
け介

達




